
ブロック塀等点検結果表

・塀に傾き、ひび割れ等の

劣化がないか。

※「鉄筋探査機」を市で貸し出すことも可能です。

□ １ 塀が高すぎる。

塀の高さが地盤から２．２ｍを超えている。

□ ２ 塀の厚さが不十分

塀の厚さが１０ｃｍ未満

（塀の高さが２ｍ超２．２ｍ以下の場合は、１５ｃｍ未満）

□ ３ 控え壁がない、若しくは、不十分

塀の長さ３．４ｍ以下ごとに、塀の高さの１/５以上突出した
控え壁が設けられていない。

□ ４ 適切な基礎が存在しない。

３５ｃｍ以上の丈（根入れの深さが３０ｃｍ以上）のコンクリート基礎

が存在しない。

□ ５ 塀に劣化がある。

塀に傾き、ひび割れ等の劣化が

ある。

□ ６ 塀に鉄筋が入っていない、

若しくは、不十分

（下記のとおりの施工がされて

いない。）

・直径９ｍｍ以上の鉄筋を縦横に８０ｃｍ以下の間隔で配置

・上記の鉄筋の末端は、かぎ状に折り曲げて、縦筋は壁頂部及び

基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けしている。

ブロック塀等について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合

があれば（チェックが付けば）、本補助金の対象になります。

組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック

造）の塀の場合

□ １ 塀の高さが地盤から１．２ｍを超えて

いる。

□ ２ 各部分の塀の厚さが、その部分から

壁頂までの垂直距離の１/１０未満
□ ３ 塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの

１．５倍以上突出した控え壁がない。

□ ４ 基礎の根入れの深さが２０ｃｍ未満

□ ５ 塀に傾き、ひび割れ等の劣化がある。


